
02　暮らしのお知らせ／マチの伝言板
04　協力隊通信
05　町民カレンダー
06　病院だより

07　こんにちは地域包括支援センターです
08　マチの話題
10　ひとのうごき

天塩厳島神社の初詣【1 月 1 日 0 時】
（撮影：柳谷明伸）

今月の内容
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■
天
塩
町
排
水
設
備
等
指
定
業
者
の
資

格
更
新
に
つ
い
て

　

天
塩
町
排
水
設
備
等
指
定
業
者
資
格

の
有
効
期
間
は
、
令
和
７
年
３
月
31
日

を
も
っ
て
期
間
満
了
と
な
り
ま
す
。

　

更
新
対
象
と
な
る
事
業
者
の
方
へ
、

更
新
案
内
お
よ
び
申
込
書
類
等
を
後
日

郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
、
定
め
ら
れ
た

受
付
期
間
内
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

建
設
課
下
水
道
係

☎
０
１
６
３
２
（
９
）
７
７
３
０

排
水
設
備
等
指
定
業
者
の
更
新

■
自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験

　

本
制
度
は
、
任
期
付
自
衛
官
と
し
て

勤
務
す
る
制
度
で
す
。

《
自
衛
官
候
補
生
の
魅
力
》

①
陸
上
自
衛
隊
は
、
公
資
格
免
許
の
取

得
が
格
段
に
取
得
可
能
で
す
（
取
得
費

用
：
無
料
）。

②
陸
上
自
衛
隊
の
任
期
は
２
年
、
海
上

及
び
航
空
自
衛
隊
の
任
期
は
３
年
で

す
。
任
期
を
満
了
す
る
と
退
職
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
退
職
ま
た
は
勤
務
継
続

は
、
い
ず
れ
も
本
人
が
自
由
に
選
択
で

き
ま
す
。

③
衣
・
食
・
住
・
医
療
に
係
る
生
活
環

境
が
全
て
無
償
又
は
貸
与
さ
れ
ま
す
。

《
応
募
条
件
》
18
歳
以
上
32
歳
ま
で
の
方

《
受
付
期
間
》
令
和
７
年
１
月
24
日
～

２
月
20
日

《
試
験
期
日
》

・
学
科
（
Ｗ
ｅ
ｂ
試
験
）
：
２
月
24
日

自
衛
官
等
募
集

の

ご

案

内

～
３
月
１
日（
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
）

・
面
接
・
身
体
検
査
：
３
月
２
日
ま
た

は
３
日
（
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
）

※
合
格
発
表
の
期
日
は
、
別
途
案
内
し

ま
す
。

■
説
明
会
に
つ
い
て

　

自
衛
官
候
補
生
の
制
度
説
明
の
ほ

か
、
次
年
度
の
採
用
に
係
る
各
募
集
種

目
の
説
明
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部 

稚
内
地

域
事
務
所

☎
０
１
６
２
（
３
３
）
１
２
２
７

労
働
基
準
監
督
官

採

用

試

験

　

２
０
２
５
年
度
の
労
働
基
準
監
督
官

採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。

《
受
験
資
格
》

⑴
平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
16
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

⑵
平
成
16
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の

者
で
次
に
掲
げ
る
者

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
令
和
８

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
者 

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

《
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付
期
間
》

令
和
７
年
２
月
20
日
（
木
）
～
３
月
24

日
（
月
）〔
受
信
有
効
〕

《
採
用
試
験
概
要
》https://

w
w

w
.jinji.go.jp/saiyo/siken/

sennm
onnsyoku_daisotsu

/
rouki/rouki_daisotu.htm

l

《
第
１
次
試
験
》
５
月
25
日
（
日
）

《
第
２
次
試
験
》
７
月
８
日
（
火
）
～

７
月
11
日
（
金
）
の
う
ち
指
定
す
る
日

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

厚
生
労
働
省
北
海
道
労
働
局
総
務
部
総

務
課
人
事
第
一
係

☎
０
１
１
（
７
０
９
）
２
３
１
１Google Play▶

（AndroidOS の方）

（iOS の方）
◀ App Store

@InfoCanal
ダウンロードはこちらから！
（アットインフォカナル）

防災情報配信システム

《
受
付
期
間
》令
和
７
年
２
月
３
日（
月
）

～
２
月
21
日
（
金
）

《
提
出
書
類
》

⑴
排
水
設
備
等
工
事
指
定
業
者
継
続
承

認
申
請
書

⑵
排
水
設
備
工
事
経
歴
書

⑶
令
和
５
年
度
納
税
証
明
書

⑷
排
水
工
事
責
任
技
術
者
証
（
写
）

⑸
排
水
設
備
配
管
工
証
（
写
）

⑹
工
事
用
機
械
及
び
器
具
保
有
証
明
書

《
申
込
手
数
料
》
無
料

《
提
出
先
》
建
設
課
下
水
道
係

北海道の最低賃金北海道の最低賃金
「必ずチェック！ 最低賃金。」「必ずチェック！ 最低賃金。」

地域別最低賃金地域別最低賃金（令和 6 年 10 月 1 日発効）（令和 6 年 10 月 1 日発効）

特定最低賃金特定最低賃金（令和 6 年 12 月 1 日発効）（令和 6 年 12 月 1 日発効）

北 海 道 最 低 賃 金
時 間 額

1 , 0 1 0 円
北 海 道 内 の 事 業 場 で 働 く す べ て
の 労 働 者 及 び そ の 使 用 者 に 適 用
さ れ ま す 。

① 処 理 牛 乳・乳
飲 料 、乳 製 品 、
砂 糖・で ん ぷ ん
糖 類 製 造 業

時 間 額

1 , 0 4 8 円

《 特 定 最 低 賃 金 の 適 用 が 除 外 さ れ る 者 》
① ～ ④ 共 通
⑴1 8 歳 未 満 又 は 6 5 歳 以 上 の 者
⑵ 雇 い 入 れ 後 3 月 未 満 の 者 で あ っ
て、技 能 習 得 中 の 者
⑶ 清 掃 、片 付 け 、整 理 、雑 役 又 は 炊
事 の 業 務 に 主とし て 従 事 す る 者

①：手 作 業 に よ る 洗 浄 、皮 む き 、選
別 、包 装 又 は 箱 詰 め の 業 務 に 主 と
し て 従 事 す る 者
②：み が き 又 は 塗 油 の 業 務 に 主 と
し て 従 事 す る 者
③ ⑴ 手 作 業 に よ る 検 品 、検 数 、選
別、材 料 若しくは 部 品 の 送 給 若しく
は 取 り そ ろ え 、運 搬 、洗 浄 、包 装 、
袋 詰 め 、箱 詰 め 、ラ ベ ル は り 、メ ッ
キ の マ ス キ ン グ 又 は 脱 脂 の 業 務
（こ れ ら の 業 務 の うち 、流 れ 作 業 の
中 で 行 う 業 務 を 除 く。）に 主 とし て
従 事 す る 者 　 ⑵ 熟 練 を 要 し な い 手
作 業 又 は 手 工 具 若 しくは 操 作 が 容
易 な 小 型 電 動 工 具 を 用 い て 行 う 曲
げ 、切 り 、組 線 、巻 き 線 、か し め 、
バ リ 取 り の 業 務（ こ れ ら の 業 務 の
う ち 、流 れ 作 業 の 中 で 行 う 業 務 を
除く。）に 主とし て 従 事 す る 者
④：み が き 又 は 塗 油 の 業 務 に 主 と
し て 従 事 す る 者

② 鉄 鋼 業
時 間 額

1 , 1 0 0 円

③ 電 子 部 品・デ
バ イ ス・電 子 回
路 、電 気 機 械 器
具 、情 報 通 信 機
械 器 具 製 造 業

時 間 額

1 , 0 4 9 円

④ 船 舶 製 造・処
理 業 、 船 体 ブ
ロック 製 造 業

時 間 額

1 , 0 4 0 円

厚生労働省 北海道労働局 労働基準監督署（支署）
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政
治
家
の
寄
付

は

禁

止

で

す

3 月号へ掲載を

希望する方は、

２月 12 日 （水）

までにお知らせください。

企画商工課広報情報係

掲載を希望される方へ

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

■
確
定
申
告
書
は
、自
分
で
作
成
し
て
、

お
早
め
に
！

　

令
和
６
年
分
の
所
得
税
及
び
復
興
特

別
所
得
税
の
確
定
申
告
書
並
び
に
贈
与

税
の
申
告
書
の
提
出
期
限
は
３
月
17
日

（
月
）、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個

人
事
業
者
）
の
確
定
申
告
書
の
提
出
期

限
は
３
月
31
日
（
月
）
で
す
。

　

確
定
申
告
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
、
自
宅
等
か
ら
申
告
書
等
の
作

成
・
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ

コ
ン
な
ど
か
ら
申
告
書
等
を
作
成
し
、

e-Tax

で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

稚
内
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
へ
の

入
場
に
は
「
入
場
整
理
券
」（
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
事
前
発
行
も
し

く
は
会
場
で
当
日
配
付
）
が
必
要
と
な

り
、
配
付
状
況
に
応
じ
て
後
日
の
来
場

を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
申
告
書
等
の
作
成
に
当
た
っ

て
は
、
次
回
以
降
の
申
告
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
ス
マ
ホ
申
告

■
政
治
家
の
寄
附
は
禁
止
！　

有
権
者

が
政
治
家
に
寄
附
を
求
め
る
こ
と
も

禁
止
！

　

き
れ
い
な
政
治
、
お
金
の
か
か
ら
な

い
政
治
の
実
現
、
選
挙
の
公
正
の
確
保

を
目
指
す「
三
な
い
運
動
」（
贈
ら
な
い
、

求
め
な
い
、
受
け
取
ら
な
い
）
を
ご
存

じ
で
す
か
？　

政
治
家
が
選
挙
区
内
の

人
に
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
有
権
者
が
政
治
家
に
寄
附
や
贈
り

物
を
求
め
る
こ
と
も
、
公
職
選
挙
法
に

よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
が
寄
附
禁
止
の

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
明
る
い
選
挙
を
実

現
し
ま
し
ょ
う
。

■
平
時
よ
り
禁
止
さ
れ
る
も
の

・
政
治
家
の
寄
附
の
禁
止
：
政
治
家
が

選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し
て
寄
附
を

す
る
こ
と
は
、
そ
の
時
期
や
名
義
の
い

か
ん
に
関
わ
ら
ず
、
罰
則
を
も
っ
て
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
政
治
家
以

外
の
者
が
政
治
家
の
名
義
の
寄
附
を
す

る
こ
と
も
罰
則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

・
政
治
家
に
対
す
る
寄
附
の
勧
誘･

要

求
の
禁
止
：
政
治
家
に
対
し
て
寄
附
を

す
る
よ
う
勧
誘
や
要
求
を
す
る
こ
と
も

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
政
治
家
を
威
迫

し
て
、
あ
る
い
は
政
治
家
の
当
選
ま
た

は
被
選
挙
権
を
失
わ
せ
る
目
的
で
勧
誘

を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
ス
マ
ホ
申
告

を
行
う
た
め
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
ほ
か
、
カ
ー
ド
発
行
時
に
設

定
し
た
パ
ス
ワ
ー
ド
（
利
用
者
証
明
用

電
子
証
明
書
及
び
署
名
用
電
子
証
明

書
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

お
っ
て
、
税
務
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
お
け
る
手
続
等
の
見
直
し
の
一
環
と

し
て
、
令
和
７
年
１
月
か
ら
、
申
告
書

等
の
控
え
に
収
受
日
付
印
の
押
な
つ
を

行
わ
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、
書

面
で
申
告
書
等
を
提
出
さ
れ
る
場
合
に

は
、
必
要
に
応
じ
て
、
ご
自
身
で
控
え

の
作
成
及
び
保
有
、
提
出
年
月
日
の
記

録
・
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
開
設
期
間
》令
和
７
年
２
月
17
日（
月
）

か
ら
３
月
17
日
（
月
）
ま
で

《
相
談
受
付
時
間
》
平
日
：
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で

《
確
定
申
告
会
場
》
稚
内
税
務
署
（
稚

内
市
末
広
５
丁
目
６
番
１
号
）

◆
送
付
あ
て
先
◆

札
幌
国
税
局　

業
務
セ
ン
タ
ー
旭
川
分
室

〒
０
７
８
‐８
５
０
７　

旭
川
市
宮
前

１
条
３
丁
目
３
番
15
号　

旭
川
合
同
庁

舎

▲収受印の押なつ
についてはこちら

▲ e-Tax に つ い
てはこちら

や
要
求
を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。
政

治
家
名
義
の
寄
附
を
求
め
る
こ
と
も
禁

止
さ
れ
て
お
り
、
威
迫
し
て
求
め
る
と

処
罰
さ
れ
ま
す
。

・
政
治
家
の
関
係
団
体
の
寄
附
の
禁

止
：
政
治
家
が
役
職
員
や
構
成
員
で
あ

る
団
体
や
会
社
が
、
選
挙
区
内
に
あ
る

者
に
対
し
て
、
政
治
家
の
氏
名
を
表
示

し
た
り
、
氏
名
が
類
推
さ
れ
る
よ
う
な

方
法
で
寄
附
を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ

て
お
り
、
選
挙
に
関
し
て
寄
附
を
す
る

と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

・
政
治
家
の
後
援
団
体
の
寄
附
の
禁
止

：
政
治
家
の
後
援
団
体
（
い
わ
ゆ
る
後

援
会
）
が
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対

し
て
、
後
援
団
体
の
設
立
目
的
に
よ
り

行
わ
れ
る
行
事
や
事
業
に
関
す
る
寄
附

以
外
の
寄
附
を
す
る
と
、
そ
の
時
期
や

名
義
の
い
か
ん
に
関
わ
ら
ず
処
罰
さ
れ

ま
す
。

■
選
挙
に
関
し
て
行
う
こ
と
が
禁
止
さ

れ
る
も
の

・
政
治
家
の
氏
名
等
を
冠
し
た
団
体
の

寄
附
の
禁
止
：
政
治
家
の
氏
名
が
表
示

さ
れ
た
り
、
氏
名
が
類
推
さ
れ
る
よ
う

な
名
称
が
表
示
さ
れ
て
い
る
団
体
が
、

選
挙
に
関
し
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に

対
し
て
寄
附
を
す
る
こ
と
は
、
名
義
の

い
か
ん
に
関
わ
ら
ず
処
罰
さ
れ
ま
す
。

・
請
負
等
の
契
約
の
当
事
者
の
寄
附
の

禁
止
：
国
、
地
方
公
共
団
体
と
請
負
そ

の
他
特
別
の
利
益
を
伴
う
契
約
の
当
事

者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
に
関
し
て
寄
附

を
す
る
こ
と
や
、
こ
れ
ら
の
者
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
選
挙
に
関
し
て
寄
附
を
受
け

る
こ
と
は
、
罰
則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

■
そ
の
他
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
行
為

・
政
治
家
が
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対

し
て
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も

の
を
除
き
、
年
賀
状
、
寒
中
見
舞
な
ど

の
あ
い
さ
つ
状
（
電
報
な
ど
も
含
む
）

を
出
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
政
治
家
や
政
治
家
の
後
援
団
体
（
い

わ
ゆ
る
後
援
会
）
が
、
選
挙
区
内
に
あ

る
者
に
対
し
て
、
主
と
し
て
挨
拶
を
目

的
と
す
る
有
料
の
広
告
を
新
聞
・
雑
誌
・

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
に
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

◆
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
◆

な
る
ほ
ど
！
選
挙
「
寄
付
の
禁
止
」

https://w
w

w.soum
u.go.jp/senkyo/

senkyo_s/naruhodo/naruhodo08.htm
l
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天塩産クリスマスを楽しみました

　コロナ禍の 2021 年に協力隊に着任し、これまで遠目でしか見ることのでき
なかった「認定こども園おひさま」。当時から３年を過ぎた 2024 年 12 月 4 日、
留萌振興局森林室天塩事務所主催、天塩町役場農林水産課協力による木育活動
の一環として「道産トドマツのクリスマス展示・イベント」支援で私は初めて
訪問することができました。解放感のある広場を駆け回る園児たちは裸足。足
裏からの刺激は成長に大変重要とされている説もあ
り、免疫力を上げるために私も同感するところです。
　クリスマスツリーの飾り付け用に用意された道産
トドマツの板にプリントされたオーナメント用の

「てしお仮面」の表情はそれだけでも可愛く、園児
が着色したてしお仮面は個性にあふれていました。
私がかつて研修を受けたイタリアのレッジョ・エミ
リア市における幼児教育システムのなかでは、こう
した成果物もアートとしてとらえられます。「１００
の言葉」として、ひとりひとりの個性に着目し感性
を育むのが、保護者にとどまらないマチのおとなの
義務とされているのです。
　翌 12 月 5 日、雪の中、役場庁舎に来てくれた園
児たちは、用意されたトドマツのツリーに自分のて
しお仮面オーナメントを飾りつけました。当日はた
くさんのおとなたちも見学し、飾り付けや「てしお
仮面」の登場に沸く園児たちを見守りました。「今
だけ」「ここだけ」の感性こそが明日の天塩町をつ
くる原動力です。青い手袋の、てしお仮面やピンク
の「天」が輝く、てしお仮面が頼もしく、また一町
民として誇らしく感じました。（三國）

▲今だけの作品が並ぶ。
すべてが天塩らしいイベントとなった

▲夢中で「てしお仮
面」に好みの色を
マーカーで塗る園児

　上川・留萌地方で最も寒い時期となりました。冬の
気象災害の代表である大雪や暴風雪はしばしば停電被
害をもたらします。厳冬期に自宅で暖房器具が使えな
くなることは命に直結します。真っ先に停電を想定し
た寒さ対策を考えておきましょう。
　また、厳冬期に備えておくべきはそれだけではあり
ません。冬の大地震や火山噴火を想像してみてくださ
い。大地震での強い揺れや火災への対策はもちろん大
切ですが、津波や火山噴火からは一刻も早く安全な場
所へ避難をしなければなりません。気温は氷点下、深
い積雪や路面凍結の影響によって普段よりも避難に時
間もかかります。今のうちからハザードマップで避難
場所や避難路、非常持ち出し品を確認しておき、いつ
　でもすぐに避難できる準備をしておきましょう。
気象台では災害からの被害防止・軽減を図るために防

災気象情報を発表し、皆様の防災行動を支援します。
日頃からの備えの１つとして、あらためてこの機会に
気象台の発表する情報についてもご確認をお願いしま
す。

《大雪・暴風雪に関する最新の防災気象情報》
https://www.jma.go.jp/jma/bosaiinfo/snow_
portal.html

《津波に関する情報》
https://www.data.jma.go.jp/eqev/data/joho/
tsunamiinfo.html

《火山に関する情報》
https://www.jma.go.jp /jma/kishou/know/
kazan/vol_know.html

◆お問い合わせ先◆
旭川地方気象台☎０１６６（３２）７１０２
https://www.data.jma.go.jp/
asahikawa/index.html

厳冬期の災害に備えましょう
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日 月 火 水 木 金 土

休み 生ごみ
ペットのふん 一般ごみ

資源ごみ
紙おむつ等
衣類等

生ごみ
ペットのふん 農村地区 休み

1月 26 27 28 29 30 312 月 1
●運転免許更新時講習
［豊富町定住支援セン
ターふらっときた］
・優良　13 時
・一般　14 時
・違反　15 時 30 分

2 3 4 5 6 7 8
+ 糖尿病内科外来
☆はつらつクラブ
［ふれあいセンター］
13 時 30 分～ 15 時

☆いきいきサロン
［老人福祉センター］

10 時～ 12 時
●運転免許更新時講習
［ 社 会 福 祉 会 館 ］
・優良　13 時

●運転免許更新時講習
［遠別町生涯学習セ
ンターマナピィ21］
・優良　13 時

9 10《建国記念の日》 11《町内回覧日》 12 13 14 15
+ 眼科外来

16 17 18 19 20 21 22
+ 眼科外来
☆はつらつクラブ
［ふれあいセンター］
13 時 30 分～ 15 時

☆いきいきサロン
［老人福祉センター］

10 時～ 12 時

☆いきいきサロン
［雄信内老人憩いの家］

10 時～ 12 時

○託児の日

《天皇誕生日》 23 《振替休日》 24 25《町内回覧日》 26 27 283 月 1
+ 産婦人科外来 + 小児科外来

○乳児健診
12 時 50 分

～ 13 時 20 分
○ 5 歳児健診
12 時 30 分～ 13 時

令和 7 年令和 7 年  　  　月月22令和 7 年令和 7 年  　  　月月
・日程は変更となる場合があります。
・ごみは当日の朝８時までに出してください。
・2 月の回覧日は 12 日と 26 日です。
・あいあいクラブ ･･･ こども園▶火～木、雄信内▶月
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病院だより

◆お問い合せ先◆　天塩町立国民健康保険病院　☎（2）1058

地域医療に忍び寄る外部環境の変化

No.96

　

今
年
も
あ
と
少
し
と
い
う
年
末
に
原
稿
を

書
い
て
い
ま
す
。
す
で
に
歴
代
ド
ク
タ
ー
の

中
で
私
の
在
職
期
間
が
最
長
の
10
年
目
に
入

る
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。
そ
の
振
り
返

り
や
今
後
の
抱
負
な
ど
は
10
年
の
節
目
で
書

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
が
、
地
域
医
療
を
取
り

巻
く
外
部
環
境
の
変
化
を
痛
感
す
る
年
で
し

た
の
で
、
少
し
紙
面
を
お
借
り
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

以
前
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
派
遣
ス
タ
ッ
フ

ゼ
ロ
を
謳
っ
て
い
た
当
院
で
す
が
、
今
年
つ

い
に
短
期
派
遣
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

と
書
く
と
、　

す
わ
ス
タ
ッ
フ
大
量
離
職

か
！

と
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
の
で
す
が
、
約
10

年
と
い
う
と
ち
ょ
っ
と
し
た
時
間
で
す
。
誰

し
も
そ
れ
だ
け
年
を
重
ね
ま
す
し
、
50
代
後

半
だ
っ
た
看
護
師
さ
ん
達
は
み
な
そ
れ
ぞ
れ

人
生
の
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
進
ん
で
い
か
れ
ま

し
た
。
大
き
な
疾
病
が
見
つ
か
り
、
闘
病
し

な
が
ら
働
き
続
け
て
く
れ
た
ス
タ
ッ
フ
が
複

数
お
ら
れ
、
今
後
の
体
調
と
治
療
も
考
え
て

地
元
に
戻
ら
れ
た
り
、
現
場
を
離
れ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
自
然
豊
か
な
当
地
で
子
供
た
ち

と
一
緒
に
過
ご
し
な
が
ら
当
院
を
支
え
て
く

れ
て
い
た
ス
タ
ッ
フ
も
、
お
子
さ
ん
の
進
学

に
伴
い
生
活
拠
点
を
移
さ
れ
ま
し
た
。
全
く

新
た
な
フ
ィ
ー
ル
ド
に
挑
戦
し
た
い
と
踏
み

出
し
て
い
っ
た
若
手
の
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
も
お

ら
れ
ま
し
た
。
み
な
そ
れ
ぞ
れ
に
人
生
を
歩

ん
で
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
残
る
我
々
と
し
て
は

エ
ー
ル
を
送
る
こ
と
と
何
と
か
あ
と
を
引
き

継
い
で
い
く
の
み
で
し
た
。

　

冒
頭
、
外
部
環
境
の
変
化
と
申
し
上
げ
た

の
は
、
退
職
と
対
に
な
る
新
規
の
応
募
が

め
っ
き
り
減
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
幸

い
こ
の
間
新
人
ス
タ
ッ
フ
に
も
恵
ま
れ
、
も

う
立
派
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ぶ
り
を
発

揮
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
資
格
取
得
後
入
職

を
考
え
て
く
れ
て
い
る
話
も
あ
り
う
れ
し
い

限
り
で
す
が
、
出
と
入
り
の
バ
ラ
ン
ス
が
取

れ
な
い
の
で
す
。
私
の
赴
任
当
初
は
、
派
遣

さ
ん
が
次
々
現
場
に
入
り
、
同
時
期
に
複
数

名
在
籍
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
そ
の
派

遣
す
ら
応
募
が
ほ
と
ん
ど
来
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
常
勤
ス
タ
ッ
フ
と
な
る
と
さ
ら
に
厳

し
い
状
況
で
す
。

　

ま
さ
し
く
少
子
高
齢
化
、
若
い
働
き
手
の

急
速
な
減
少
が
医
療
現
場
で
も
現
実
味
を
帯

び
て
き
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
看
護
職
は
深

刻
で
、
直
接
患
者
さ
ん
と
接
し
て
身
の
回
り

の
お
手
伝
い
を
す
る
の
み
な
ら
ず
、
今
日
で

は
特
定
医
療
行
為
と
呼
ば
れ
る
分
野
は
医
療

の
直
接
実
施
も
担
い
ま
す
。
他
施
設
・
介
護

福
祉
分
野
と
の
連
携
、
医
療
安
全
・
感
染

対
策
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
機
関
の
管
理
業

務
、
救
急
や
当
直
勤
務
ま
で
、
病
院
業
務
の

大
部
分
を
担
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

眼
科
や
小
児
科
外
来
な
ど
外
部
か
ら
の
応

援
医
が
入
る
と
、
同
時
に
３
名
医
師
の
診
察

体
制
を
運
用
で
き
な
い
た
め
、
常
勤
医
１
名

は
待
機
し
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
れ
以
上
コ
ロ

ナ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
に
て
５
日
程
度

の
病
欠
者
が
重
な
る
だ
け
で
も
途
端
に
病
院

機
能
は
一
部
回
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
待
ち
時
間
が
延
び
た
り
す
ぐ
に
実
施
で

き
な
い
検
査
や
処
置
が
す
で
に
発
生
し
て
い

る
の
が
年
末
時
点
の
状
況
で
す
。

　

厚
労
省
で
医
師
偏
在
問
題
が
議
論
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
が
65
歳
以
上
と

な
る
２
０
４
０
年
に
は
医
療
従
事
者
全
体
と

し
て
も
さ
ら
に
大
き
な
不
足
が
発
生
す
る
予

測
で
す
。
地
方
は
い
ち
早
く
そ
の
影
響
を
受

け
る
で
し
ょ
う
。

　

現
場
で
は
事
務
方
は
人
員
確
保
に
奔
走

し
、
医
師
も
看
護
業
務
の
タ
ス
ク
シ
フ
ト
・

タ
ス
ク
シ
ェ
ア
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
抜
本

的
な
対
策
は
決
し
て
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
町
内
の
ご
長
老
か
ら
以
前
頂
い
た
言
葉

で
、「
町
民
は
み
ん
な
家
族
み
た
い
な
も
の

だ
か
ら
…
… 

」
皆
様
方
も
病
院
ス
タ
ッ
フ

も
町
を
支
え
る
大
切
な
存
在
と
い
う
こ
と
で

互
い
に
理
解
し
支
え
合
う
気
持
ち
で
い
て
頂

け
た
ら
幸
い
で
す
。
今
ま
で
以
上
に
な
る
べ

く
症
状
の
軽
い
う
ち
に
診
療
時
間
内
に
受
診

し
て
頂
く
、
さ
り
げ
な
く
感
謝
や
励
ま
し
の

声
掛
け
が
あ
っ
た
り
す
る
だ
け
で
も
と
て
も

救
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
現
場
の
危
機
感
を

お
伝
え
し
て
お
く
べ
き
と
思
い
情
報
提
供
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。（

文
責　

病
院
長　

橋
本
）
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◆お問い合せ先◆　福祉課地域ケア係　☎（2）1728

大切なお薬の管理を
見直してみましょう

　

高
齢
に
な
る
と
、
複
数
の
病
気
を
持
つ
人

が
増
え
て
い
き
ま
す
。
病
気
の
数
が
増
え
、

受
診
す
る
医
療
機
関
が
複
数
に
な
る
こ
と
も

薬
が
増
え
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
75
歳
以
上

の
高
齢
者
の
４
割
は
５
種
類
以
上
の
薬
を

使
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
で
は
薬
が
６
種
類

以
上
に
な
る
と
、
副
作
用
を
起
こ
す
人
が
増

え
る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
は

　

お
薬
を
い
く
つ

　
　

飲
ん
で
い
ま
す
か
？

「
何
か
変
だ
な
」

と
感
じ
た
ら
？

日
頃
か
ら

注
意
し
て
お
く
こ
と
は
？

「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
」

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

多
く
の
薬
を
服
用
し
て
い
る
こ
と
で
副
作

用
を
起
こ
し
た
り
、
き
ち
ん
と
薬
が
飲
め
な

く
な
っ
た
り
し
て
い
る
状
態
を
い
い
ま
す
。

単
に
服
用
す
る
薬
の
数
が
多
い
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

高
齢
に
な
る
と
、
肝
臓
や
腎
臓
の
働
き
が

弱
く
な
り
、
薬
を
分
解
し
た
り
、
体
の
外
に

排
泄
し
た
り
す
る
の
に
時
間
が
か
か
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、薬
の
数
が
増
え
る
と
、

薬
同
士
が
相
互
に
影
響
し
合
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。そ
の
た
め
、薬
が
効
き
す
ぎ
て
し
ま
っ

た
り
、
効
か
な
か
っ
た
り
、
副
作
用
が
出
や

す
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

お
薬
の
困
り
ご
と
は

医
師
、
薬
剤
師
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
！

な
ぜ
高
齢
者
で
は

副
作
用
が
起
こ
り
や
す
い

の
で
し
ょ
う
？

　

薬
を
飲
ん
で
い
て
次
の
よ
う
な
症
状
が
気

に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

多
す
ぎ

て
飲
み
忘
れ
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
？　

薬

が
追
加
さ
れ
た
り
、
変
更
に
な
っ
た
後
は
特

に
気
に
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

食
欲
低
下
・
ふ
ら
つ
き
や
め
ま
い
・
物
忘
れ
・

気
分
が
沈
む
・
眠
気
・
便
秘

　

気
に
な
る
症
状
が
あ
っ
て
も
、
勝
手
に
薬

を
や
め
た
り
、
減
ら
し
た
り
す
る
の
は
良
く

あ
り
ま
せ
ん
。
薬
が
多
い
か
ら
と
い
っ
て
必

ず
減
ら
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
薬
に

よ
っ
て
は
急
に
や
め
る
と
病
状
が
悪
化
し
た

り
、
思
わ
ぬ
副
作
用
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。必
ず
、医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。
相
談
す
る
際
は
、
飲
ん
で
い
る
薬
は
必

ず
全
部
伝
え
ま
し
ょ
う
。
薬
以
外
で
毎
日
飲

ん
で
い
る
健
康
食
品
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
が
あ

る
場
合
は
、
そ
の
情
報
も
伝
え
ま
す
。
い
つ

頃
か
ら
ど
ん
な
症
状
が
出
て
き
た
の
か
、
気

に
な
る
症
状
に
つ
い
て
メ
モ
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

か
か
り
つ
け
の
医
師
や
薬
剤
師
に
処
方
さ

れ
て
い
る
薬
の
情
報
を
把
握
し
て
も
ら
っ
て

お
く
の
が
安
心
で
す
。
お
薬
手
帳
は
１
冊
に

ま
と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
飲
み
忘
れ
が
心

配
な
方
は
お
薬
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
を
活
用

し
、
お
薬
の
管
理
を
工
夫
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
薬
と
上
手
に
付

き
合
い
な
が
ら
過
ご
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▲お薬カレンダー
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冬
休
み
直
前
の
12
月
22
日
、
図
書
室
の
利

用
促
進
の
た
め
、
町
教
育
委
員
会
主
催
に
よ

る
「
冬
休
み
直
前
縁
日
デ
イ
」
が
福
祉
会
館

に
て
開
催
さ
れ
、
園
児
・
児
童
ら
８
名
と

保
護
者
７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
は
じ
め

に
、
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
黒
川
淳
子
さ
ん

が
「
よ
う
か
い
む
ら
の
う
き
う
き
ク
リ
ス
マ

ス
」
等
の
大
型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
続
け
て
図
書
室
で
各
自
が
冬

休
み
に
読
み
た
い
本
を
選
び
、
貸
し
出
し
手

続
き
を
行
っ
て
貰
っ
た
、
縁
日
利
用
券
を
手

に
し
た
子
ど
も
達
は
、「
射
的
」「
型
抜
き
」

「
輪
投
げ
」な
ど
景
品
付
き
の
縁
日
体
験
ゲ
ー

ム
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ク
レ
ー
プ
づ

く
り
体
験
で
は
、
生
ク
リ
ー
ム
に
好
き
な
フ

ル
ー
ツ
な
ど
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
て
自
分
好
み

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
レ
ー
プ
を
親
子
で
つ
く
り

楽
し
み
ま
し
た
。

　

天
塩
町
赤
十
字
奉
仕
団
は
、
天
塩
町
共
同

募
金
委
員
会
へ
地
域
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

の
募
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
12
月
23
日
、
同

奉
仕
団
委
員
長
の
草
刈
房
子
さ
ん
、
副
委
員

長
の
中
西
枝
美
さ
ん
、
来
田
瀧
子
さ
ん
が
、

町
保
健
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
天
塩
町

共
同
募
金
委
員
会
の
橋
本
敬
三
事
務
局
長
に

募
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。草
刈
委
員
長
は「
些

細
な
こ
と
で
す
が
、
少
し
で
も
困
っ
た
人
の

支
え
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。
同
奉
仕
団
で
は
、
こ

の
活
動
を
20
年
以
上
続
け
て
き
ま
し
た
。
赤

い
羽
根
共
同
募
金
の
地
域
歳
末
た
す
け
あ
い

運
動
で
は
、
生
活
困
窮
者
の
方
々
に
も
温
か

い
お
正
月
を
迎
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
募

金
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
天
塩
高
校
は
本
年
度
、
北
海
道
教
育
委
員
会

の
地
学
協
働
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
「
北
海
道

M
A+CH

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
指
定
（
管
内
毎

に
１
校
）
さ
れ
、
林
正
憲
地
学
協
働
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
（
代
々
木
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
教
育
総
合
研

究
所
主
幹
研
究
員
）
指
導
の
も
と
教
員
を
含
む

人
材
育
成
や
探
究
的
思
考
を
深
め
る
取
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
12
月
20
日
、
人
気
バ
ラ
エ
テ
ィ

番
組
「
タ
モ
リ
倶
楽
部
」
な
ど
を
手
が
け
た
放

送
作
家
の
加
藤
智
久
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
生

徒
た
ち
が
グ
ル
ー
プ
毎
に
考
え
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信

の
ア
イ
デ
ア
等
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
や
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
吉
田
町
長
や

計
良
観
光
協
会
長
ら
来
賓
を
迎
え
、
２
年
生
が

今
年
度
、
高
大
連
携
を
含
め
総
合
的
な
探
究
の

時
間
に
て
思
考
し
て
き
た
地
域
課
題
解
決
と
マ

チ
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
毎
に

発
表
し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

12
月
14
日
、
天
塩
高
校
吹
奏
楽
局
は
、
同

校
体
育
館
に
て
陸
上
自
衛
隊
留
萌
駐
屯
地
音

楽
隊
、
同
校
Ｏ
Ｂ
と
の
共
演
で
定
期
演
奏
会

を
開
催
し
、
町
民
ら
約
80
名
が
来
場
し
、
鑑

賞
し
ま
し
た
。
第
１
部
で
は
「
と
な
り
の
ト

ト
ロ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
含
む
３
曲
、
第
２
部

で
は
、
今
年
度
北
海
道
道
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
留
萌
地
区
予
選
で
金
賞
を
受
賞
し
た
「
月

は
優
し
く
愛
を
照
ら
す
」
を
含
む
３
曲
が
演

奏
さ
れ
、第
３
部
で
は「
人
生
の
メ
リ
ー
ゴ
ー

ラ
ン
ド
」（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）、「
ク
リ
ス
マ

ス
ソ
ン
グ
」（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）「
銀
河
鉄
道

９
９
９
」（
フ
ル
ー
ト
）
を
天
高
局
員
３
名

が
そ
れ
ぞ
れ
ソ
ロ
演
奏
を
披
露
し
、
新
旧
局

長
へ
の
引
継
ぎ
セ
レ
モ
ニ
ー
も
行
わ
れ
ま
し

た
。　

冬
休
み
直
前縁

日
デ
イ

歳
末
募
金
へ
寄
付

赤
十
字
奉
仕
団

天
高 
放
送
作
家
講
演

・
探
究
発
表

天
高
吹
奏
楽
局
、

陸
自
音
楽
隊
と
演
奏

▼縁日ゲームで遊ぶ子どもたち▼歳末たすけあい募金を手渡す赤十字奉仕団

▼天塩高校での総合的な探究時間発表会の様子 ▼演奏会を行った天塩高校吹奏楽局と留萌駐屯地自衛隊音楽隊
12月12日～1月8日
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１
月
７
日
、
町
民
ス
キ
ー
場
の
オ
ー
プ
ン

式
が
ス
キ
ー
場
ロ
ッ
ジ
に
て
行
わ
れ
、
町
長
、

議
長
、
教
育
長
な
ど
15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

吉
田
町
長
か
ら
の
挨
拶
で
は「
子
ど
も
た
ち
は
、

冬
期
間
、
屋
外
で
遊
ぶ
場
所
が
限
ら
れ
、
ま

た
昨
今
の
統
計
で
は
天
塩
町
の
子
ど
も
が
全

道
平
均
と
比
較
し
て
肥
満
率
が
高
い
こ
と
も

あ
り
、
ス
キ
ー
場
を
積
極
的
に
活
用
し
て
元

気
よ
く
遊
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
運

営
に
関
わ
る
皆
さ
ん
に
は
既
に
十
分
安
全
に

留
意
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
事
故
の
無
い
よ
う
、

ス
キ
ー
場
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
当
日
は
リ
フ
ト
が

無
料
で
、
約
50
名
が
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
１
月
５
日
、
天
塩
町
消
防
団
に
よ
る
新
年
消

防
出
初
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
消
防
支
署
前

に
て
町
長
、
議
長
ら
に
よ
る
観
閲
の
後
、
福
祉

会
館
に
て
表
彰
・
感
謝
状
の
授
与
が
執
り
行
わ

れ「
勤
続
」「
技
能
功
労
」に
関
し
て
知
事・町
長・

道
消
防
協
会
長
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
、
消

防
団
長
よ
り
優
良
団
員
表
彰
、
町
内
会
連
合
会

長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
吉
田
町

長
よ
り
「
団
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は

今
後
と
も
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
更
な
る
技
術
と
心
身
の
向
上

に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
町
と
し
て
防
災
行

政
の
推
進
を
は
か
っ
て
お
り
地
域
防
災
力
の
向

上
に
努
め
て
参
り
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
、
桑

田
消
防
団
長
よ
り
「
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
災
害
に
対
応
す
べ
く
、
消
防
団
は
今
後
も
町

民
の
安
心
安
全
を
守
る
た
め
努
力
し
て
参
り
ま

す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
１
月
６
日
、
町
主
催
に
よ
る
新
年
賀
詞
交
換

会
が
社
会
福
祉
会
館
に
て
開
催
さ
れ
、
町
内
の

個
人
・
団
体
・
事
業
者
な
ど
約
90
名
が
出
席
し

ま
し
た
。
吉
田
町
長
に
よ
る
年
賀
挨
拶
で
は「
町

民
の
皆
さ
ん
は
勿
論
、
管
内
や
近
隣
市
町
村
、

関
係
機
関
と
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
町
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
や
施
策
の
推
進
を
含
め
国
や
道
へ
現

状
・
現
場
の
危
機
を
訴
え
る
と
共
に
積
極
的
な

働
き
か
け
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
」
と
述
べ
ま

し
た
。
横
山
町
議
会
議
長
、
井
下
田
天
塩
警
察

署
長
か
ら
の
来
賓
祝
辞
の
後
、
町
長
・
議
長
・

警
察
署
長
、
天
塩
商
工
会 

石
山
会
長
、
る
も
い

農
協 

佐
藤
支
所
長
、
北
る
も
い
漁
協 

菅
井
運

営
委
員
長
、
留
萌
北
部
森
林
組
合 

吉
田
組
合

長
で
鏡
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

石
山
商
工
会
長
に
よ
る
乾
杯
の
発
声
、
懇
談
会

を
経
て
、
佐
藤
支
所
長
に
よ
る
万
歳
三
唱
で
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

　

60
歳
以
上
の
町
民
で
構
成
さ
れ
る
「
は
ま

な
す
学
園
大
学
」
の
学
生
18
名
、
児
童
８
名

と
そ
の
保
護
者
が
参
加
し
た
「
も
ち
つ
き
交

流
会
」
が
12
月
27
日
、
町
社
会
福
祉
会
館
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
蒸
し
あ
が
っ
た
も
ち

米
を
臼
に
入
れ
、
大
人
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
も

と
児
童
が
交
互
に
杵
を
手
に
持
ち
、
餅
を
つ

き
ま
し
た
。
つ
い
た
餅
は
、
前
日
か
ら
学
生

が
仕
込
み
を
し
た「
あ
ん
こ
」を
包
ん
で「
あ

ん
こ
餅
」
に
し
た
り
、「
お
雑
煮
」
や
「
き

な
こ
餅
」
に
仕
上
げ
、
も
ち
料
理
を
昼
食
に

し
て
学
生
と
親
子
が
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

同
大
学
自
治
会
長
の
草
刈
房
子
さ
ん
は
「
学

生
の
皆
さ
ん
は
、
前
日
か
ら
、
準
備
仕
込
み

と
た
い
へ
ん
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
と
餅

つ
き
を
通
じ
て
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
て
嬉

し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

町
民
ス
キ
ー
場

オ
ー
プ
ン

町
消
防
団

新
年
消
防
出
初
式

賀
詞
交
換
会

は
ま
な
す
学
園
大
学

餅
つ
き
交
流

▼町民スキー場 オープン日の様子

▼消防団出初式での町長式辞の様子

▼新年賀詞交換会での鏡開きの様子

▼高齢者と親子による餅つきの様子



広
報
て
し
お
２
月
号
（
N
O
.811）

●
印

刷
　

天
塩

共
同

印
刷

株
式

会
社

●
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

https://w
w

w
.teshiotow

n.hokkaido.jp/

●
企

画
・

編
集

　
天

塩
町

企
画

商
工

課
広

報
情

報
係

（
〒

098-3398　
天

塩
町

新
栄

通
８

丁
目

　
☎

01632-2-1001）

♪
い
つ
も
「
広
報
て
し
お
」
を
ご
愛
読
い
た

だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
広
報
担
当
の
菅

原
・
菅
野
で
す
。

♪
今
月
の
表
紙
「
天
塩
厳
島
神
社
の
初
詣
」

新
年
を
迎
え
て
、
早
く
も
半
月
ほ
ど
経
ち
ま

し
た
が
、
皆
さ
ん
は
、
初
詣
に
は
行
か
れ
ま

し
た
で
し
ょ
う
か
。
天
塩
厳
島
神
社
で
は
、

元
旦
に
約
２
０
０
名
、
三
が
日
で
述
べ
約

３
０
０
名
の
来
場
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
さ

て
、「
厳
島
神
社
」
と
名
を
持
つ
神
社
は
、

調
べ
て
み
る
と
全
国
に
約
５
０
０
社
も
あ
る

よ
う
で
す
。
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る

広
島
県
の
宮
島
に
あ
る
厳
島
神
社
が
総
本
社

で
す
。
こ
の
宮
島
の
厳
島
神
社
で
は
、
今
回

※
掲
載
に
ご
同
意
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

（
緑
新
団
地
）

田

村
　
キ
ミ
子
　
さ
ん
（
96
歳
）

（
山
手
裏
通
11
）

渡

邊
　
堅

司
　
さ
ん
（
39
歳
）

（
雄
信
内
）

山

内
　
　

强
　
さ
ん
（
67
歳
）

（
新
開
通
11
）

檜

森
　
重

春
　
さ
ん
（
78
歳
）

　 該
当
な
し

該
当
な
し

--- 人　口 ----------------
２，６４２ 人  （－１１）

（令和 6 年 12 月 31 日現在）

㊚１，３６１ 人 （－ ６）
㊛１，２８１ 人 （－ ５）

--- 世帯数 ----------------
１，４４４世帯（－ ４）

2/28
・国民健康保険税（９期）

◀友だち登録は
　こちらから！

■
天
塩
町
へ

《
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
寄
附
》

札
幌
市　
　

㈱
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト　

様

■
天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会　

愛
情
銀
行
へ

《
香
典
返
し
と
し
て
》

山
手
裏
通
11　
　

渡

邊　

英

則　

さ
ん

旭
川
市　
　
　
　

山

内　

章

夫　

さ
ん

新
開
通
11　
　
　

檜

森　

国

子　

さ
ん

《
社
会
福
祉
の
た
め
に
》

雄
信
内　
　
　

㈱

阿

部

組　

様

■
恵
愛
荘
へ

天
塩
町　
　
　

天
塩
町
母
子
寡
婦
会　

様

天
塩
町　
　
　

天
塩
フ
ー
ド
セ
ン
タ
ー　

様

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
、

宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
度
、
地
域
防
災
育
成
助
成
事
業
を

受
け
、
消
防
団
の
装
備
充
実
、
技
術
向
上

を
目
的
と
し
て
空
気
ボ
ン
ベ
と
消
防
ホ
ー

ス
を
購
入
し
、
災
害
現
場
や
訓
練
で
使
用

し
ま
す
。 の

助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

★
宝
く
じ
助
成
金
で

　
　

空
気
ボ
ン
ベ
４
本

　
　
　

消
防
ホ
ー
ス
10
本
を
購
入

の
正
月
三
が
日
で
過
去
最
多
記
録
を
更
新
す

る
約
４
８
０
万
人
が
訪
れ
、
参
拝
ま
で
２
時

間
待
ち
の
長
蛇
の
列
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

♪
広
報
紙
へ
の
記
事
掲
載
や
取
材
の
ご
依
頼

な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
企
画
商

工
課
広
報
情
報
係
ま
で
お
問
合
せ
・
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。


